
 

14 昭
和
二
十
四
年
十
一
月
二
日
提
出 

質

問

第

一

四
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右
の
質
問
主
意
書
を
提
出
す
る
。 

図
書
館
の
利
用
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

昭
和
二
十
四
年
十
一
月
二
日 

衆

議

院

議
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提
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そ
こ
で
、
図
書
館
を
学
生
並
び
に
勤
労
靑
年
者
の
た
め
、
実
際
に
役
立
つ
よ
う
に
、
改
善
す
る
必
要
が
あ
る
と
認
め
ら
れ

る
が
、
そ
の
対
策
如
何
。 

図
書
館
を
利
用
し
て
勉
強
し
て
い
る
学
生
の
数
は
昨
今
非
常
に
増
加
し
て
い
る
が
、
図
書
館
へ
行
つ
て
、
入
館
す
る
ま
で

に
二
、
三
時
間
も
待
た
さ
れ
る
の
で
、
せ
つ
か
く
の
勉
強
時
間
を
空
費
す
る
と
の
声
を
き
く
。 

右
質
問
す
る
。 

図
書
館
の
利
用
に
関
す
る
質
問
主
意
書 
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